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第 3章では，鉄道車体の振動伝達系モデルとして，部分 FEMモデルを援用した SEAモデルを
構築した．その結果，低周波ではグローバルモードの影響を考慮するため，全ての要素間の結合を
考えた SEAモデルとすることが必要であることを明らかにし，そのような改良を取り入れたモデ
ルにより，実用上十分な精度で車体の振動分布を解析できることを示した．また，鉄道車両の客室
のような細長い空間を複数の SEA要素に分割した場合には，空間要素間の結合損失率を補正する
係数を適用したモデルとすることが重要であることを明らかにし，距離減衰の理論式から導出した
補正係数を適用したモデルにより，床下エンジン稼働時の車内音解析の結果が実測とよく一致する
ことを示した． 
第 4章では，鉄道車内の音響伝達を解析する音線法モデルを構築し，音圧分布を精度良く解析す
るためには，車内に多数の音源が存在するモデルを考える必要があることを示した．その上で，車
両走行時に実測した内装壁面の振動データを入力として，座席有無での車内音の変化を実用的な精
度で予測できることを確認した．これにより，SEA モデルを用いて車両走行中の内装壁面振動が
解析できれば，音線法モデルにより車内の音圧分布を実用的な精度で解析できる目途が立った． 
以上の一連の研究成果は，学術的な新規性があり，車内音の一貫解析技術を実設計に適用する上
での課題とその解決方法を示した点で工学的な価値も高い．従って，車両の低騒音化に必要な車内
音の一貫解析技術を広く普及させていく上で，本研究の資するところは大きく，博士論文として認
定するに値するものである． 
 
